
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行 事 日 曜 行 事 

1 金 安全指導 16 土  

2 土  17 日  

3 日  18 月  

4 月  19 火  

5 火 農園活動（４年） 保護者会（５・６年） 20 水  

6 水  21 木 給食終わり 

7 木 保護者会（３・４年） 避難訓練 22 金 アウトリーチコンサート（４年） 

8 金 保護者会（１・２年） 23 土  

9 土  24 日  

10 日  25 月 終業式 

11 月  26 火 冬季休業日始（～１/８） 

12 火  27 水  

13 水 薬用乱用防止教室（６年） 28 木  

14 木  29 金 閉庁日 

15 金 方面別下校 
30 土 閉庁日 

31 日 閉庁日 

１２月の生活目標 「すすんで外遊びをしよう」 

○スクールカウンセラーの安田先生の来校日は、１２月７日（木）、１４日（木）、２１日（木）です。 
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西東京市立谷戸小学校 校長 伊藤 正明 

 

子どもの やる気を 育てます！ 

立場で人は変わる 
校長 伊藤 正明 

 立場で人は変わる、成長すると言われます。また、立場が人を変えるとも言われます。 

学校では、たてわり班の活動で、6年生は下級生をまとめたり、たてわり班遊びの準備をしたりする中で、

責任あるリーダーとして、大きく成長していきます。また、委員会活動では、放送委員は放送の立場として、

飼育委員は飼育の立場として経験を積みながら成長していきます。 

他にも、2 年生は入学したての 1 年生に学校を案内したり、学校のことを教えたりする中で、2 年生らし

くなります。3年生と 5年生は遠足で上級生として活躍する中で成長します。 

家庭ではどうでしょう。私も親となったその日から、子育てをする中で大きく成長させてもらったと感じ

ています。「子育て」という視点はほぼ終了していますが、親としての立場は続きます。 

しかしながら、立場だけで成長するのでしょうか。立場だけではなかなか成長するものではありません。

そこに責任感とやる気があることで、大きく成長します。6年生の卒業文集の下書きを読みました。その中

には、6年間のなかで、大きく成長した出来事がたくさん記されていました。委員会活動でのこと、ダンス

のリーダーで頑張ったこと、10歳を祝う会で頑張ったことなど、一人一人が責任を感じ、勇気を出してチャ

レンジしていました。 

3学期は「次の学年の 0学期」とも呼ばれていて、新たな立場を意識させつつ成長を促す時期となります。

もうすぐ冬休み、ご家庭でもお子さんに新たな立場を与えてみてはいかがでしょうか。 



 

 

 

 

 

 

２校時、各クラスの道徳授業公開には、たくさんの保護者の皆様にご参観いただき、ありがとうございました。 

中休みに行った懇談会では、校長から特別の教科「道徳」について、谷戸小で取り組んでいる「多面的なもの

の見方＝リフレーミング」についての話をしました。その後、保護者の方から、授業の感想をお寄せいただきま

した。短い時間ではありましたが、とても有意義な時間となりました。 

また、保護者の方のアンケートからも、「授業の内容を、ただ受け止めているだけではなくしっかりと自分事

としてとらえて考えている姿が見られた。」、「子供同士で意見を伝え合っている姿が見られた。」など、感想をい

ただきました。授業の前と後の子供たちの様子の変容を感じていただけるよい機会だったと感じています。 

道徳授業地区公開講座を実施しました。（１１月１８日） 

 

本校はふれあい月間で、４つのことに取組んでいます。①あいさつ運動②言葉づかい③生活アンケート④道徳

や学級活動での指導です。 

１１月は特に、道徳や学級活動で、「生命の安全教育」に取り組みました。 

 この取組は、近年のＳＮＳを利用した子どもの性被害が増加している実態を受けて、子どもたちが性暴力の加

害者、被害者、傍観者にならないために始まった取組です。内容は、発達段階に応じて、生命の尊さ・自分や相

手を尊重することの大切さ・性暴力の被害にあった時の対応方法を学びます。 

 子どもたちが自分で考え、正しい判断ができるようにするために、自分たちの体のことについて正しい知識を

得て学習することが必要です。そして家庭でも、体や性について話す時間をもつことが大切 

だと考えます。子どもが小さい頃から、体のことについて恥ずかしがらずに質問してきたら、 

それはチャンスです。丁寧に対応して普段からそのような話題を話せる環境を作っておく 

ことが、いざ問題に直面した時に家族に相談できる関係につながっていくのではないかと 

思います。皆さんの家庭の親子関係はいかがですか？ 

ふれあい月間について 

 

ふれあい月間の月は、あいさつ強化月間です。 

1学期は高学年、2学期は中学年、3学期は低学年が担当します。 

正門や昇降口、廊下に立って、登校してくる人たちに元気よく 

「おはようございます！」とあいさつをします。 

あいさつをする時におじぎをしたり、手を振ったり、相手の目を見た 

                  りなど、それぞれが目当てをもって取り組んでいます。また、あいさつ 

を返してもらうと、嬉しそうにまた次の人たちに元気な声であいさつを 

しています。 

しかし、あいさつを返す子どもたちの声が小さかったり、返して 

いなかったりしている姿を見ると、寂しいと感じてしまいます。 

                   ぜひ、ご家庭でも「気持ちの良いあいさつ」について、 

話し合ってみてください。 

 

あ あかるく  い いつも  さ さきに  つ つづけよう 

あいさつ運動  ～気持ちよい人間関係は、気持ちよい笑顔とあいさつから～ 

 

✍１月の書き初め展 日程の変更について✍ 

 多くの保護者の方にご覧いただきたいと考え、年度当初お配りした年間行事予定の書初め展の日程を下記のように 

変更させていただきます。ご了承ください。 

変更前  １月２５日（木）～２月２日（金）   変更後  １月１８日（木）～２６日（金） 

  詳細については、後日「展覧会・書き初め展のご案内」というプリントを配布いたします。ご確認ください。 


